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20人の子ども議員のみなさん

６月定例会
市内２校目の小中一貫校

東綾小中学校建設

議会報告会を12会場で開催
市民216人が参加
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●市営住宅設置及び管理条例が改正されます
昭和 28 年の水害に伴い設置された災害住
宅である里団地の住宅数は１戸。入居者に譲
渡をする方針でしたが、死亡されたことから
この市営住宅は解体を行い、条例中の「里団
地」の項を削るものです。
質疑の中で「入居者の人数及び敷地の状況
は」に対して、「入居者は１人であった。敷
地は借地であり、解体後速やかに返却したい」
との答弁がありました。

●東綾小学校・中学校が小中一貫校として新築
されます
東綾小学校のプールを取り壊し、その跡地
及びグラウンドの一部に、鉄筋コンクリート
づくり２階建ての小中一貫校を新築し、現校
舎とは、鉄筋づくりの渡り廊下で接続する予
定です。
新校舎は、普通教室を全室南向きに配置し、
片廊下式として換気がしやすく、採光に配慮
した構造になっています。
質疑の中で「小学校と中学校との関わりは」
に対して、「施設一体型の小中一貫校で、新
校舎１階に小学５・６年生が入る予定。また、
職員室には小・中の教員が一緒に入り、校長
は１人とする」との答弁がありました。
また「既存の校舎の改修スケジュールは」
に対して、「平成 27 年度から 28 年度で新校
舎の建設。28年度は現小学校校舎と体育館の
内部改修。28年９月に中学校が新校舎へ引っ
越した後、中学校の校舎と体育館を解体し、

プールと外構工事に着手。29 年度には小中
一貫校を開校するとともに、プール・倉庫・
外構工事を予定している」との答弁がありま
した。

●災害対応特殊救急自動車が購入されます
昨今の救急救命現場において、災害や事故
などが複雑・多様化しています。心肺蘇生・
呼吸管理機材や搬送、固定用資機材を備え、
救急救命士による処置の拡大が可能となった
高規格救急車両を購入するものです。
質疑の中で「災害対応特殊救急自動車との
名称から、どこかで大きな災害があれば出動
しなければならないのか。その場合、職員数
が少ない中で対応できるのか」に対して、「国
の方針は、平成 31 年４月１日の時点で救急
消防援助隊を 4500 隊から 6000 隊に増隊する
としており、それを受けて職員の増員を計画
している」との答弁がありました。

委員会では、その他３議案について審査を
行い、採決の結果、全員賛成で可決しました。

総務教育建設委員会 本委員会では、付託された議案６件と請願１件につい
て審査を行いました。主な審査の内容は次のとおりです。

Digest
6月定例会

平成 27年６月定例会を 6月 15日から７月３日までの 19
日間の会期で開催しました。
今定例会は、市長から提案された議案 18件と、議会から提

案された議案 1件の合計 19件を審議しました。議案は、い
ずれも原案のとおり可決・承認・同意しました。また、請願
２件と意見書３件を審議しました。（採決の結果は４ページに記載）

●ヘイトスピーチ（憎悪表現）に関する法整備を求め
る意見書
●簡易水道事業の経営に関する意見書
●年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ
確実な運用を求める意見書
　可決した３件の意見書を国の関係機関へ送付しました。

意見書の送付
●市議会会議規則を改正
　議会において女性議員が
活躍できる環境を整備する
ために、議会及び委員会の
欠席に関する規定に出産に
関する項を加えました。

議会提案の議案
●固定資産評価審査委
員会委員の選任
　村　澤　忠　芳さん

（下八田町）＝再

同意した人事案件

「導入予定と同型の救急車両」
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●指定ごみ袋にレジ袋タイプのＵ型袋が導入さ
れます。
綾部市が指定するごみ袋のうち、30 リッ
トルの可燃と不燃について、レジ袋タイプの
Ｕ型袋を新たに導入します。市民がどちらの
タイプでも選択できるように現行の平型袋と
あわせて製造。U型袋は、平成 27 年 10 月１
日販売を開始し、税込み価格は 288 円とする
ものです。
質疑の中で「アンケートをとるとのことだ
が、その後の考えは」に対して、「今回は 30
リットルのみとしたが、他の袋もＵ型を採用
してほしいという意見があれば検討する」と
の答弁がありました。
委員間の意見調整では「平型袋と同額に据
え置くべき」、「市民サービスの向上の観点か
らも評価する」との意見がありました。　
採決の結果、賛成多数で可決となりました。

●第１段階に該当する人の介護保険料が変わり
ます。
介護保険料の第１号被保険者のうち、所得
段階が第１段階に該当する人について、基準額
に乗じる割合が0.5から0.45に下がるものです。
質疑の中で「低所得者の方々には負担が大
きいので国が対応していくということなの
か」に対して、「国も低所得者に一層配慮し

なければならないので、国費を投入し、今後
もさらに引き下げると聞いている」との答弁
がありました。
採決の結果、全員賛成で可決となりました。

●上原町の農機具保管施設等の建物が無償譲
渡・土地が無償貸し付けされます。
上原町の農機具保管施設等２棟の無償譲渡
及び施設用地の無償貸し付けの２議案につい
て審査しました。建設当初の用途のまま、よ
り広範囲に活用いただくことで地域の活性化
とともに、市の財政負担軽減を図るため、上
原営農組合に無償譲渡等を行うものです。
質疑の中で「高齢化のため維持管理が困難
な状況で数年先には譲渡を受ける団体すらな
くなるという問題があるのでは」に対して、
「地域全体で受けていただくものとなってお
り、今回の件が良い事例となることを期待し
ている」との答弁がありました。
委員間の意見調整では「適正な価格で譲渡
すること」との意見がありました。
採決の結果、２議案とも賛成多数で可決と
なりました。

委員会では、その他３議案について審査を
行い、採決の結果、全員賛成で可決となりま
した。

●平成 27年度一般会計補正予算（第１号）
集落活性化推進事業費補助金、農業基盤整
備促進事業費、学力向上システム開発校事業
費、消防施設整備事業費など、総額 1947 万
円の追加予算を計上するものです。
質疑の中で「学力向上システム開発校事業
費について、具体的な内容は」に対して、「中
筋小学校が対象となり、アクティブラーニン
グ※という授業形態を設定し、授業改善を図っ
ていくもの。年２回、大学等から講師を招き、
研究も行っていきたい」との答弁がありました。
また、「集落活性化推進事業費補助金につい
て、２年間という期限があるが、それ以降はど
うなるのか」に対して、「小さな拠点づくりを

テーマに地域でプランを作成するための補助
金。今回、国で採択されたソフト事業は２年間
限りであり、プランの内容によって、その後の
ハード事業補助もある」との答弁がありました。

その他、平成 27 年度介護保険特別会計補
正予算（第１号）、市税や地方交付税などの
補正をした一般会計や、住宅・工業団地の販
売事業費などの補正をした特別会計の専決処
分事項２件を審査しました。
付託された４議案は、全員賛成で可決・承
認しました。

産業厚生環境委員会 本委員会では、付託された議案６件と請願１件につい
て審査を行いました。主な審査の内容は次のとおりです。

予算決算委員会 　本委員会は、６月 26日に総括質疑を行い、市政全般にわたって、15人の委員から 39件の
質疑がありました。また、７月１日には議案審査を行い、付託された議案４件を審査しました。

Digest

※アクティブラーニング
児童生徒が課題の発見と解決に向けて主体的・協働的に学ぶ学習。
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な
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、
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、
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と
す
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案
さ
れ
た
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の
。

同
和
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で
作
ら
れ
た
農
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関
連
施
設
は
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初

目
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は
果
た
し
て
お
り
、
利
用
形
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も
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き
く
変

容
し
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い
る
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ま
た
老
朽
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で

５
５
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戦
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に
す
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意
見
書
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提
出
に
関
す
る
請
願
書

民政会
高　倉　武　夫

民政会
松　本　幸　子

日本共産党
吉　崎　　　久

日本共産党
井　田　佳代子賛成反対

国
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で
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上
、
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取
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迫
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。

討 論

《 議決（可決・承認・同意）結果の一覧 》

■各議員の態度・すべての議案において、会派内等で可否の態度が分かれたものはありません。
・議長は議案の採決に加わっていません。

市長提案の議案
○市立幼稚園保育料等に関する条例の一部改正
○家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部改正
○保育及び教育の実施に関する条例の一部改正
○廃棄物の減量化及び適正処理等に関する条例の
一部改正
○介護保険条例の一部改正
○工場設置奨励条例の一部改正
○市営住宅設置及び管理条例の一部改正
○近畿圏都市開発区域における市税条例の特例に
関する条例の廃止
○市有財産中一部譲渡
○市有財産中一部貸付
○東綾小学校・中学校校舎改築工事（建築本体工
事）請負契約の締結
○動産の取得
平成27年度補正予算
○一般会計補正予算（第１号）
○介護保険特別会計補正予算（第１号）

専決処分事項の報告
○市税条例等の一部改正
○平成26年度一般会計補正予算（第9号）
○平成26年度住宅・工業団地事業特別会計補正予算（第3号）
人事案件
○固定資産評価審査委員会委員の選任
議会提案の議案
○市議会会議規則の一部改正
請　　願
○年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全かつ
確実な運用を求める意見書の提出に関する請願書

●戦争につながる安全保障関連２法案（国際平和支援法案、平和
安全法制整備法案）を廃案にする意見書の提出に関する請願書
意 見 書
○ヘイトスピーチ（憎悪表現）に関する法整備を求める意見書
○簡易水道事業の経営に関する意見書
○年金積立金の専ら被保険者の利益のための安全
かつ確実な運用を求める意見書

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会

公
明
党

新
政
会

共
産
党

創
政
会

民
政
会賛成：○　反対：× 賛成：○　反対：×

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ × ○ ○
○ ○ × ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

× × ○ × ×

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

（○＝可決　●＝否決）

意見書の可決により
みなし採択
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Ｑ　
給
水
人
口
の
減
少
、
施
設
の
老
朽
化
、
第
一

浄
水
場
を
平
成
27
〜
28
年
度
に
計
画
す
る
中

で
、水
道
事
業
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
た
趣
旨
は
。

Ａ　
人
口
減
に
よ
る
料
金
収
入
の
減
少
、
老
朽
化

施
設
の
更
新
事
業
費
の
増
大
、
平
成
29
年
度
か

ら
簡
易
水
道
事
業
を
統
合
す
る
な
ど
環
境
が
大

き
く
変
化
す
る
中
、
安
全
と
強
靭
、
継
続
を
目

標
に
策
定
し
た
。

Ｑ　
老
朽
施
設
、
老
朽
管
の
状
況
と
対
策
は
。

Ａ　
上
水
道
施
設
は
60
・
４
％
、
管
路
施
設
は

17
・
８
％
が
耐
用
年
数
を
超
過
。
簡
易
水
道
に

つ
い
て
は
施
設
は
40
％
、管
路
は
５
％
が
超
過
。

耐
用
年
数
を
超
過
し
て
も
使
用
可
能
な
管
は
使

用
し
、
財
政
計
画
と
整
合
を
図
り
計
画
的
に
更

新
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ　
他
市
と
の
料
金
比
較
は
。

Ａ　
口
径
13
ミ
リ
の
料
金
比
較
、
10
㎥
で
は
高
い

順
に
綾
部
市
、
大
山
崎
町
、
長
岡
京
市
、
向
日

市
、
20
㎥
で
は
大
山
崎
町
、
綾
部
市
、
向
日
市
、

京
丹
後
市
。
口
径
20
ミ
リ
・
10
㎥
で
は
向
日
市
、

綾
部
市
、
20
㎥
で
は
綾
部
市
、
大
山
崎
町
で
あ

る
。

Ｑ　
予
定
し
て
い
る
来
年
４
月
か
ら
の
料
金
改
定

と
次
期
改
定
の
考
え
方
は
。

Ａ　
平
成
32
年
度
ま
で
は
資
金
不
足
は
生
じ
な

い
。
平
成
35

年
度
に
は
資

金
不
足
に
な

る
た
め
、
値

上
げ
率
を
い

か
に
減
ら
す

か
を
最
重
点

課
題
と
し
て

運
営
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

今後の水道事業ビジョンは
創政会　　高　橋　　　輝

■現在の第一浄水場

Ｑ　
子
ど
も
た
ち
の
ネ
ッ
ト
依
存
症
と
学
力
低
下

の
関
係
は
明
ら
か
。
特
に
中
学
生
の
所
持
率
と

学
力
低
下
の
数
値
は
大
き
い
。
こ
の
現
状
を
ど

う
思
う
か
。
啓
発
活
動
は
し
て
い
る
か
。

Ａ　
家
庭
学
習
が
大
変
重
要
と
考
え
る
。ス
マ
ホ
・

パ
ソ
コ
ン
・
ゲ
ー
ム
機
が
影
響
を
与
え
る
こ
と

は
十
分
認
識
す
る
。
総
合
的
な
学
習
時
間
等
で

指
導
。
学
校
だ
よ
り
・
保
健
室
だ
よ
り
等
で
も

啓
発
を
図
る
。

Ｑ　
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加
入
は
、
高
齢
者
の
社
会

参
加
の
面
で
も
、
ま
た
介
護
予
防
や
ひ
き
こ
も

り
予
防
に
も
な
り
、
そ
の
果
た
す
役
目
は
大
き

い
。
市
老
連
へ
の
加
入
減
少
と
い
う
現
状
を
ど

う
考
え
る
か
。
増
や
す
方
法
は
な
い
か
。

Ａ　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
高
齢
者
の
地
域
で
の
居
場

所
づ
く
り
、
孤
立
化
さ
せ
な
い
活
動
で
重
要
。

増
や
す
に
は
一
層
の
活
性
化
を
図
り
、
生
き
が

い
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

Ｑ　
本
市
の
５
分
の
１
の
３
１
５
４
世
帯
が
ひ
と

り
暮
ら
し
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
多
く
の
高
齢

者
の
見
守
り
の
状
況
は
。

Ａ　
民
生
児
童
委
員
・
地
域
福
祉
推
進
組
織
・
自

治
会
等
の
見
守
り
。
ま
た
配
食
サ
ー
ビ
ス
、
ふ

れ
あ
い
メ
ー
ル
事
業
、
民
間
企
業
と
の
協
定
に

よ
り
見
守
る
。

Ｑ　
岡
町
に
新
設

さ
れ
た
介
護
施

設
の
概
要
は
。

Ａ　
登
録
定
員
は

29
名
以
下
で
、

通
所
・
訪
問
・

泊
り
の
三
つ
の

サ
ー
ビ
ス
を
24

時
間
利
用
で
き

る
。

ネット依存症と学力低下の現状は
切れ目のない高齢者施策を 民政会　　松　本　幸　子

■岡町に新設された介護事業所

一般質問一般一般質問
6 月 23 日から 25日の３日間にわたって 16人の議員が市政全

般について質問を行いました。ここでは、一般質問の要旨を掲載い
たします。（掲載は登壇順）
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一般質問

Ｑ　
現
在
国
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
「
安
全
保
障

関
連
法
案
」は
、「
戦
闘
地
域
で
の
後
方
支
援（
兵

た
ん
活
動
）」「
紛
争
地
域
で
の
治
安
維
持
活
動
」

「
同
盟
国
ア
メ
リ
カ
の
先
制
攻
撃
に
一
緒
に
参

加
」
な
ど
憲
法
違
反
の
法
案
だ
。

Ａ　
学
者
の
な
か
に「
合
憲
」「
違
憲
」が
あ
る
が
、

学
者
の
意
見
を
立
憲
君
主
国
家
と
し
て
尊
重
す

る
こ
と
は
当
然
だ
。
世
論
も
「
賛
成
」「
反
対
」

と
分
か
れ
て
い
る
。
国
会
で
の
議
論
を
見
守
り

た
い
。

Ｑ　
市
是
と
も
言
え
る
世
界
連
邦
都
市
宣
言
は
、

憲
法
９
条
に
よ
り
、
誠
意
と
秩
序
を
必
要
と
す

る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
す
る
と
し
て
い

る
。
モ
ン
ゴ
ル
代
表
と
の
意
見
交
換
は
。

Ａ　
モ
ン
ゴ
ル
で
初
め
て
宣
言
を
し
た
村
長
の
表

敬
訪
問
を
受
け
た
。
世
界
平
和
へ
の
思
い
を
語

り
な
が
ら
今
後
の
連
携
を
協
議
し
た
。

Ｑ　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
作
成
業
務
委
託
は
平
成
26
年

５
月
に
契
約
。
ビ
ジ
ョ
ン
が
ま
だ
で
き
て
い
な

い
の
に
新
第
一
浄
水
場
詳
細
設
計
委
託
は
平
成

26
年
６
月
に
契
約
。
こ
の
２
件
は
同
じ
業
者
が

落
札
を
し
て
い
る
。

Ａ　
新
第
一
浄
水
場
の
計
画
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
作
成

よ
り
も
早
く
か
ら
計
画
を
し
て
い
た
こ
と
で
あ

り
詳
細
設
計
の
委
託
が
、
た
ま
た
ま
同
時
期
に

な
っ
た
も

の
。
ビ
ジ
ョ

ン
作
成
と
詳

細
設
計
は
同

じ
業
者
が
指

名
入
札
に

よ
っ
て
落
札

を
し
た
。

憲法違反の「戦争法案」に対する見解を
水道ビジョンと第一浄水場設計が同じ業者 日本共産党　　堀　口　達　也

■紫水ケ丘にある「平和の塔」

Ｑ　
線
引
き
が
地
域
の
活
性
化
や
定
住
促
進
な
ど

に
支
障
と
な
る
側
面
も
出
て
き
て
い
る
現
状
で

あ
る
。
27
年
度
中
の
線
引
き
廃
止
ま
で
一
年
を

切
っ
た
が
こ
れ
ま
で
議
会
の
中
で
も
答
弁
さ
れ

て
き
た
廃
止
後
の
新
た
な
土
地
利
用
の
方
針
や

規
制
手
法
な
ど
、
具
体
的
な
内
容
と
、
市
民
に

対
す
る
周
知
を
ど
の
よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
る

の
か
。

Ａ　
今
の
市
街
化
調
整
区
域
に
お
い
て
は
、
新
た

に
特
定
用
途
制
限
地
域
と
い
う
も
の
を
定
め
た

い
。
市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
用

途
の
混
在
を
防
ぐ
た
め
に
用
途
地
域
を
定
め
、

あ
わ
せ
て
、
ま
ち
づ
く
り
条
例
を
新
た
に
制
定

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
説
明
会
に
つ
い
て
は

７
月
の
中
旬
か
ら
地
区
別
に
開
催
を
し
て
い

く
。

Ｑ　
今
年
の
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
導
入

さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
こ
の
制
度
の
導
入
に

よ
り
何
が
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
、
マ
イ
ナ
ン

バ
―
制
度
と
は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

Ａ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は
、
国
民
一
人
一
人

に
個
人
ご
と
の
12
桁
の
番
号
を
つ
け
、
行
政
手

続
き
を
効
率
化
す
る
と
と
も
に
国
民
の
利
便
性

を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

Ｑ　
京
都
縦
貫
自
動
車
道
が
開
通
す
る
。
Ｊ
Ｒ
の

利
用
も
大
切

と
考
え
る

が
。

Ａ　
重
要
な
公

共
交
通
と
し

て
今
後
も
利

用
促
進
に
努

め
て
い
き
た

い
。

都市計画線引き廃止について問う
マイナンバー制度とは 民政会　　吉　崎　　　進

■線引き廃止説明資料の表紙

Ｑ　
高
速
道
路
開
通
後
は
市
内
の
道
路
整
備
が
重

要
。
整
備
改
良
が
高
速
道
路
の
整
備
効
果
を
あ

げ
る
第
一
歩
で
あ
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

Ａ　
国
・
府
・
市
の
立
場
で
ア
ク
セ
ス
の
向
上
、

ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
道
路
整
備
を
実
施

す
る
。
第
５
市
総
の
後
期
基
本
計
画
、
根
幹
計

画
で
計
画
し
て
い
く
。

Ｑ　
農
地
バ
ン
ク
を
活
か
し
、
そ
れ
と
並
立
し
た

集
落
営
農
の
育
成
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
生
活
圏

構
想
」
に
よ
り
農
業
政
策
が
必
要
と
考
え
る
が

見
解
は
。

Ａ　
農
業
政
策
だ
け
で
農
業
・
農
村
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、医・職・
住
の
基
盤
を

充
実
さ
せ
、農
村
部
の
地
域
力
向
上
に
努
め
る
。

Ｑ　
地
方
創
生
に
よ
る
国
土
強
靭
化
構
想
を
基
本

に
、
北
陸
新
幹
線
ル
ー
ト
は
米
原
ル
ー
ト
を
促

進
し
て
、
山
陰
の
日
本
海
ル
ー
ト
の
整
備
を
。

Ａ　
山
陰
縦
貫
新
幹
線
構
想
は
、
環
日
本
海
地
域

に
光
を
当
て
る
構
想
で
あ
り
、
推
進
市
町
村
会

議
と
連
携
を
図
り
、
日
本
海
ル
ー
ト
に
取
り
組

む
。

Ｑ　
由
良
川
河
川
敷
の
整
備
は
重
要
で
あ
る
。「
水

生
園
」
整
備
と
並
松
地
区
の
「
親
水
公
園
」
の

整
備
に
対
す
る
見
解
は
。

Ａ　
「
水
生
園
」
は
河
川
敷
の
た
め
、
利
用
可
能

な
グ
ラ
ウ
ン

ド
、
園
路
の

維
持
に
努
め

る
。
並
松
の

親
水
施
設

は
、
今
後
国

と
調
整
を
図

り
た
い
。

まちづくりの基本は、インフラ整備から
民政会　　相　根　一　雄

■綾部大橋と綾高生のカヌー練習
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一般質問

Ｑ　
綾
部
市
域
の
77
％
が
森
林
、
そ
の
う
ち
人
工

林
が
約
45
％
、
天
然
林
が
約
54
％
。
森
林
機
能

を
有
効
に
働
か
せ
る
た
め
に
、
天
然
林
の
持
つ

可
能
性
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

Ａ　
京
都
府
は
、
美
山
芦
生
や
頭
巾
山
、
君
尾
山

を
含
め
国
定
公
園
の
指
定
を
目
指
し
て
い
る
。

天
然
林
は
、
重
要
な
観
光
資
源
で
も
あ
り
、
有

効
利
用
の
可
能
性
は
あ
る
。

Ｑ　
温
暖
化
防
止
、
土
砂
災
害
防
止
、
動
植
物
の

生
育
地
な
ど
の
観
点
か
ら
、
天
然
林
の
整
備
が

必
要
で
は
。

Ａ　
林
業
戦
略
会
議
で
の
課
題
は
、
森
林
に
入
る

作
業
道
整
備
。
天
然
林
も
放
置
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
と
考
え
る
が
、
人
工
林
を
優
先
的
に
進

め
た
い
。

Ｑ　
天
然
林
の
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
は
間
伐
な
ど
が
必
要
。
人
工
林
整
備
に
は
支

援
補
助
が
行
わ
れ
て
お
り
、
天
然
林
に
も
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ　
市
独
自
補
助
の
考
え
は
な
い
が
、
今
年
度
、

地
域
住
民
と
森
林
所
有
者
３
団
体
が
、
国
の
補

助
事
業
に
取
り
組
む
。
活
動
団
体
拡
大
へ
周
知

に
努
め
た
い
。

Ｑ　
綾
部
市
で
は
、
薪
炭
林
の
取
り
組
み
が
継
続

さ
れ
て
い
る
が
、
天
然
林
の
持
つ
資
源
循
環
利

用
の
た
め
の
仕
組
み
が
で
き
な
い
か
。

Ａ　
事
業
の
取

り
組
み
は
住

民
・
森
林
所

有
者
の
協
力

が
不
可
欠
で

調
整
が
難
し

い
が
、
引
き

続
き
実
施
を

検
討
し
て
い

き
た
い
。

天然林にも整備補助を
日本共産党　　井　田　佳代子

■もくもくフェア出品作品「木の急須」

Ｑ　
市
内
の
救
急
事
案
で
は
、
ま
ず
市
立
病
院
に

搬
送
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
脳
卒
中
な
ど
の

一
刻
を
争
う
症
状
の
場
合
、
直
近
の
病
院
や
専

門
的
な
治
療
を
受
診
で
き
る
病
院
へ
直
接
搬
送

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
考
え
る
が
。

Ａ　
昼
間
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
要
請
し
対
応
。
救

急
車
の
場
合
、
早
期
受
け
入
れ
先
確
保
を
目
的

に
市
内
医
療
機
関
を
手
配
。
ま
た
、
医
師
の
介

入
な
く
救
急
救
命
士
が
搬
送
先
を
判
断
す
る
の

は
リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
や
、
受
け
入
れ
る
医
療

機
関
側
の
状
況
に
よ
り
受
け
入
れ
の
可
否
が
大

き
く
左
右
さ
れ
る
事
情
も
あ
る
。
今
後
も
医
師

の
助
言
な
ど
総
合
的
な
判
断
に
よ
り
、
対
応
可

能
な
医
療
機
関
へ
の
受
け
入
れ
要
請
を
行
う
。

Ｑ　
市
立
病
院
の
医
師
不
足
は
深
刻
な
課
題
。
新

た
な
医
師
確
保
も
大
切
だ
が
、
現
在
の
医
師
や

病
院
機
能
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

Ａ　
産
婦
人
科
を
は
じ
め
医
師
確
保
に
向
け
、
府

立
医
大
や
京
都
府
に
働
き
か
け
て
い
る
。ま
た
、

府
下
の
公
立
・
公
的
病
院
で
綾
部
市
立
病
院
と

京
丹
波
町
病
院
だ
け
が
行
っ
て
い
る
土
曜
診
療

も
医
師
確
保
が
困
難
で
、
徐
々
に
土
曜
休
診
に

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
。
内
科
も
９
月
か
ら
土

曜
休
診
に
な
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な

る
が
、
何
よ

り
市
立
病
院

の
診
療
体
制

の
維
持
が
重

要
。
今
後
は

全
診
療
科
の

土
曜
休
診
も

検
討
し
て
い

る
。

救急時のさらなる医療連携を
綾部市立病院の医師不足は 民政会　　種　清　喜　之

■綾部市立病院

Ｑ　
市
民
セ
ン
タ
ー
を
建
設
さ
れ
る
目
的
は
。

Ａ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
と
と
も
に
文
化
活

動
、
公
民
館
活
動
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割

も
あ
る
。

Ｑ　
諸
団
体
に
向
け
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と

聞
く
が
、
集
約
状
況
は
。

Ａ　
３
３
２
団
体
に
依
頼
し
、
２
３
３
団
体
か
ら

回
答
が
あ
り
、
７
１
８
件
の
要
望
が
あ
っ
た
。

Ｑ　
よ
り
広
く
市
民
の
皆
様
に
利
用
し
て
も
ら
う

施
設
と
す
る
た
め
に
も
、
あ
や
べ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
総
合
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
を
設
置
し
て
み
て
は
。

Ａ　
敷
地
も
限
ら
れ
て
お
り
、
団
体
事
務
所
等
は

最
小
限
の
も
の
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ

る
。

Ｑ　
消
防
団
の
年
代
別
構
成
割
合
は
。

Ａ　
20
代
が
９
・
４
％
、
30
代
が
42
・
９
％
、
40
代

が
43
・
８
％
、50
代
が
３
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
分
団
の
地
域
外
に
在
住
し
、
消
防
団
活
動
を

続
け
て
い
る
団
員
数
と
割
合
は
。

Ａ　
１
０
３
名
で
、
割
合
は
12
・
６
％
で
あ
る
。

Ｑ　
あ
る
自
治
会
で
は
、
消
防
団
員
が
い
な
く
な

る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。
今
後
の
消
防
団
の
あ

り
方
に
つ
い
て
見
解
は
。

Ａ　
様
々
な
要
因
で
団
員
確
保
が
困
難
な
状
況
は

認
識
し
て
い
る
。
組
織
再
編
等
を
含
め
、
改
善

に
向
け
検
討

を
重
ね
て
い

き
た
い
。

こ
の
ほ
か

に
、
公
契
約

条
例
、
総
合

評
価
方
式
に

関
し
て
質
問

し
た
。

新市民センターにあやべボランティア
総合センターの窓口を設置してみては 新政会　　片　岡　英　晃

■操法に取り組む消防団
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Ｑ　
京
都
縦
貫
道
が
全
面
開
通
す
れ
ば
、
京
丹
波

わ
ち
イ
ン
タ
ー
は
綾
部
の
東
の
玄
関
に
な
る
。

今
は
綾
部
の
案
内
が
な
い
の
で
通
過
点
に
な
ら

な
い
よ
う
、
名
勝
立
岩
、
山
家
城
址
公
園
、
観

光
や
な
、
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
、
あ
や
べ
温
泉
な

ど
の
案
内
看
板
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

Ａ　
イ
ン
タ
ー
の
出
口
付
近
に
は
、
確
か
に
何
の

看
板
も
上
が
っ
て
い
な
い
。
今
後
京
都
方
面
か

ら
下
車
す
る
ケ
ー
ス
が
確
実
に
増
え
る
た
め
、

案
内
看
板
を
設
置
す
る
効
果
は
非
常
に
高
い
と

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
。市
外
で
あ
る
こ
と
、

地
権
者
交
渉
の
こ
と
、
地
形
的
な
こ
と
の
課
題

に
つ
い
て
、
効
果
が
高
い
こ
と
を
重
々
認
識
し

て
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
積
極
的
取
組
で
、
ぜ
ひ
課
題
を
解
決
し
て
設

置
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
綾
部
の
財
を

活
か
し
た
通
り
名
を
付
け
て
は
ど
う
か
。
例
え

ば
、
駅
北
広
場
の
ア
ン
ネ
の
像
か
ら
、
ア
ン
ネ

の
バ
ラ
の
あ
る
綾
部
バ
ラ
園
ま
で
を「
ア
ン
ネ
・

フ
ラ
ン
ク
通
り
」
と
か
、
府
道
１
号
線
を
「
水

源
の
里
街
道
」
と
か
。
話
題
性
が
あ
っ
て
綾
部

の
歴
史
や
物
語
性
が
高
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

Ａ　
道
路
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
点
に
つ

い
て
は
、
行

政
だ
け
が
一

方
的
に
判
断

で
き
る
も
の

で
は
な
い

が
、
提
案
内

容
に
つ
い
て

は
、
海
の
京

都
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で

検
討
し
て
い

き
た
い
。

新たな東の玄関・京丹波わちインター出口に綾部の
観光案内看板を、話題性のある通り名を 創政会　　荒　木　敏　文

■インター出口と案内看板の例

Ｑ　
来
年
４
月
に
改
定
さ
れ
る
水
道
料
金
体
系

は
、
二
部
料
金
制
の
格
差
制
「
基
本
料
金
＋
使

用
水
量
×
単
価
」
で
用
途
別
に
格
差
を
つ
け
、

社
会
的
要
因
を
入
れ
ず
、
わ
か
り
や
す
く
公
正

な
料
金
体
系
に
。

Ａ　
二
部
料
金
制
は
、
わ
か
り
や
す
く
公
平
な
算

定
方
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
基
本
料
金
部

分
が
高
額
と
な
る
た
め
軽
減
方
法
を
検
討
し
、

総
括
原
価
を
参
考
に
料
金
改
定
の
作
業
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

Ｑ　
海
の
京
都
、
森
の
京
都
事
業
の
推
進
状
況
が

見
え
て
こ
な
い
。
府
の
取
り
組
み
の
方
向
性
や

目
標
年
次
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
府

の
予
算
に
つ
い
て
も
総
額
や
年
次
ご
と
の
財
源

計
画
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
海
の
京
都
で
は
観
光
圏
の
形
成
を
目
指
す
。

グ
ン
ゼ
か
ら
大
本
に
至
る
ま
ち
な
か
中
心
の
観

光
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
。
森
の
京
都
は
、
西
部

と
東
部
に
重
点
エ
リ
ア
を
定
め
、
西
部
か
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
定
住
支
援
住
宅
制
度
は
、
少
な
い
財
政
負
担

で
定
住
支
援
が
で
き
、
成
果
が
出
て
い
る
制
度

だ
と
評
価
し
て
い
る
。
支
援
住
宅
は
現
在
８
棟

あ
る
が
、
当
初
計
画
達
成
後
も
更
な
る
拡
大
が

必
要
で
は
。

Ａ　
今
年
度
で
当
初
の
10
棟
と
い
う
計
画
を
達
成

す
る
が
、
定
住
希
望
者
の
経
済
的
リ
ス
ク
が
低

く
、
定
住
誘

導
で
成
果
も

上
げ
て
い
る

の
で
、
条
件

に
か
な
う
物

件
が
あ
れ
ば

ど
ん
ど
ん
拡

大
し
て
い
き

た
い
。

水道料金は公正な料金体系に
森の京都事業、府の財源計画は 創政会　　波多野　文　義

■八津合町の定住支援住宅

Ｑ　
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご
み
の
う
ち
半
分
近
く

が
紙
類
。
こ
れ
を
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
化
す
れ

ば
処
理
費
用
が
大
き
く
削
減
で
き
る
の
で
は
。

Ａ　
市
と
し
て
減
量
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
行
い
ご
み

減
量
化
を
図
っ
て
い
る
。
紙
を
ご
み
で
な
く
リ

サ
イ
ク
ル
化
す
る
こ
と
は
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と

考
え
る
。

Ｑ　
古
紙
回
収
保
管
庫
は
市
全
体
で
も
22
カ
所
と

少
な
い
。
新
た
な
雑
紙
収
集
の
委
託
経
費
と
処

理
費
用
の
削
減
額
を
試
算
し
て
市
民
に
数
字
で

返
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ　
雑
紙
の
分
別
収
集
も
含
め
て
、
各
団
体
等
に

も
啓
発
を
し
て
い
る
。
も
し
委
託
収
集
す
れ
ば

１
９
０
０
万
円
か
か
る
。
全
体
と
し
て
今
後
十

分
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
ご
み
の
減
量
化
の
啓
発
を
言
葉
だ
け
で
な
く

「
見
え
る
化
」
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
。

Ａ　
ご
み
の
資
源
化
の
量
に
つ
い
て
数
量
目
標
を

も
ち
、
成
果
を
公
表
し
て
い
る
。
経
営
面
で
の

「
見
え
る
化
」
は
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
10
月
か
ら
の
Ｕ
型
ご
み
袋
の
価
格
は
、
平
型

袋
と
比
較
す
る
と
40
％
増
と
な
る
。
試
験
的
に

導
入
す
る
の
な
ら
、
価
格
は
据
え
置
く
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ　
こ
れ
ま
で
の
市
民
要
求
か
ら
作
る
こ
と
に
し

た
。
平
型
袋

の
製
造
単
価

と
の
差
額
分

だ
け
を
上
乗

せ
し
た
単
価

と
し
た
。
今

後
と
も
こ
の

価
格
で
販
売

し
た
い
。

雑紙の分別・リサイクル化でごみ減量化を
日本共産党　　吉　崎　　　久

■家庭で２カ月間分別した「雑
ざつがみ
紙」
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Ｑ　
若
者
ら
を
過
疎
地
に
募
集
し
、
地
域
活
動
に

従
事
し
て
も
ら
う
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は

全
国
に
広
が
っ
て
い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
。

Ａ　
い
ろ
ん
な
事
例
を
見
る
と
課
題
も
あ
る
。
平

成
24
年
度
か
ら
集
落
支
援
員
の
配
置
で
一
定
の

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｑ　
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
は
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
、
登
校

を
渋
っ
た
り
、
休
み
が
ち
に
な
っ
た
り
し
不
登

校
に
な
っ
て
い
く
こ
と
が
一
般
的
だ
が
、
そ
の

実
態
と
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

Ａ　
年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
児
童
生
徒
は
46

人
。
授
業
改
善
に
全
力
で
取
り
組
み
「
あ
い
」

の
あ
る
学
習
を
軸
に
小
中
一
貫
教
育
の
中
で
組

織
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ　
４
カ
月
健
診
時
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
成
果
と
小
学
一
年
生

入
学
時
に
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
セ
カ
ン
ド

ブ
ッ
ク
事
業
の
考
え
は
ど
う
か
。

Ａ　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
成
果
と
し
て
保
護
者
、

き
ょ
う
だ
い
が
絵
本
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
な
ど
聞
い
て
い
る
。
読
書
は
極
め
て
重

要
な
も
の
で
あ
り
今
後
充
分
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
府
内
最
大
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
面
積
を
持
つ
あ
や

べ
球
場
。
費
用
対
効
果
も
あ
る
が
ナ
イ
タ
ー
設

備
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　
も
と
も
と

設
備
計
画
は

あ
っ
た
が
、

設
置
に
至
っ

て
い
な
い
。

今
後
も
調
査

研
究
し
て
い

き
た
い
。

地域支援・子育て支援・ブックプレゼント・
ナイター設備を 公明党　　森　　　義　美

■ナイター設備のないあやべ球場

Ｑ　
こ
の
度
、
国
に
お
い
て
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
今
日
ま
で

特
定
空
き
家
の
苦
情
相
談
に
対
す
る
市
民
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
が
な
く
、
対
応
も
苦
情
内
容
が

複
雑
多
様
化
す
る
中
、
複
数
の
担
当
部
局
に
関

わ
り
、「
基
本
的
に
国
の
法
整
備
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
」、と
の
答
弁
が
主
た
る
と
こ
ろ
で
あ
っ

た
。
空
き
家
特
措
法
が
施
行
さ
れ
た
現
在
、
３

条
、
４
条
を
遵
守
し
、
空
き
家
対
策
計
画
を
定

め
、
さ
ら
に
は
行
動
す
る
協
議
会
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
市
民
待
望
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
の
開
設
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う

か
。　

Ａ　
空
き
家
の
問
題
と
し
て
、
現
在
も
数
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
景
観
の
問
題
、
倒
壊

に
関
わ
る
通
学
路
・
道
路
交
通
上
の
問
題
、
防

火
防
犯
の
問
題
、
悪
臭
の
問
題
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

質
問
の
提
案
の
と
お
り
、
ま
ず
初
め
に
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
窓
口
が
必
要
と
考
え
る
。
的
確
な
状
況

判
断
、
課
題
整
理
を
関
係
部
署
に
て
協
議
し
、

総
合
的
な
対
策
を
構
築
す
る
こ
と
が
絶
対
に
必

要
で
あ
り
、
次
年
度
早
々
に
は
、
問
題
の
内
容

が
複
数
部
局
に
関
わ
る
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な

対
策
部
会
を
立

ち
上
げ
る
の
か

検
討
し
早
急
に

設
立
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考

え
る
。

特定空き家の苦情相談に対する
「市民ワンストップ窓口」開設について問う 新政会　　久　木　康　弘

■特定空き家の現状

Ｑ　
認
可
地
縁
団
体
と
は
、
自
治
会
等
の
任
意
団

体
が
不
動
産
登
記
の
名
義
人
と
な
れ
る
よ
う
市

町
村
長
の
認
可
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
認
可

を
受
け
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
要
件
が
必
要

な
の
か
。

Ａ　
地
域
的
な
共
同
活
動
目
的
で
活
動
し
て
い
る

こ
と
。
区
域
が
客
観
的
に
明
ら
か
。
区
域
に
住

所
を
有
す
る
相
当
数
が
構
成
員
と
な
る
こ
と
。

規
約
を
定
め
て
い
る
こ
と
。

Ｑ　
本
市
に
お
け
る
そ
の
総
数
と
団
体
別
内
訳
は
。

Ａ　
本
年
６
月
16
日
現
在
で
61
団
体
。
内
訳
は
自

治
会
連
合
会
４
、
自
治
会
50
、
最
寄
６
、
区
１
。

Ｑ　
不
動
産
登
記
の
経
費
の
補
助
要
綱
は
な
い
の
か
。

Ａ　
本
市
に
は
な
く
、
今
後
も
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
代
表
者
変
更
等
、
告
示
事
項
変
更
の
届
出
の

履
行
状
況
は
。
ま
た
怠
っ
た
際
の
罰
則
は
。

Ａ　
個
々
具
体
的
に
は
把
握
で
き
て
い
な
い
。
罰

則
規
定
は
法
律
上
な
い
。

Ｑ　
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
、
改
正
地
方

自
治
法
の
特
例
の
内
容
は
。

Ａ　
登
記
に
当
た
っ
て
相
続
人
の
所
在
が
知
れ
な

い
場
合
、
認
可
地
縁

団
体
が
市
長
に
対
し

公
告
を
求
め
る
申
請

が
で
き
る
。

Ｑ　
設
立
手
続
き
が
煩

雑
な
た
め
、
も
う
少

し
簡
素
化
で
き
な
い

か
と
い
う
声
が
あ
る

が
、
い
か
が
お
考
え

か
。

Ａ　
地
方
自
治
法
に
定

め
ら
れ
て
お
り
、
一

定
の
労
力
が
必
要
で

あ
る
が
、
検
討
を
進

め
た
い
。

認可地縁団体の設立手続きの簡素化を
新政会　　村　上　宣　弘

■地方自治法特例のイメージ
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一般質問

Ｑ　
原
発
か
ら
30
㎞
圏
内
に
在
宅
要
配
慮
者
と
施

設
入
所
者
が
約
５
４
０
人
い
る
が
、
搬
送
手
段

や
受
け
入
れ
施
設
の
確
保
は
万
全
か
。

Ａ　
す
べ
て
完
璧
な
も
の
で
は
な
い
。
安
全
に
避

難
で
き
る
計
画
に
努
め
る
。

Ｑ　
学
校
、
幼
稚
園
等
の
避
難
計
画
で
、
放
射
線

量
毎
時
20
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
以
下
と
い
う

高
い
中
を
帰
宅
さ
せ
る
の
は
危
険
だ
。

Ａ　
基
本
的
に
は
、
原
発
災
害
の
一
報
で
下
校
さ

せ
地
域
住
民
と
避
難
。
保
護
者
と
連
絡
が
取
れ

な
い
時
、
学
校
所
在
の
地
域
住
民
と
し
て
教
職

員
と
と
も
に
避
難
し
、
保
護
者
が
迎
え
に
く
る

計
画
だ
。

Ｑ　
市
長
は「
市
民
の
安
全
が
第
一
」と
い
う
答
弁
だ

が
、今
の
計
画
で
は
不
十
分
だ
。見
解
は
ど
う
か
。

Ａ　
原
子
力
規
制
委
員
会
の
安
全
性
と
セ
ッ
ト

で
、
避
難
計
画
の
策
定
が
重
要
。
現
状
の
避
難

計
画
が
完
全
と
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｑ　
空
き
家
対
策
に
つ
い
て
特
措
法
が
成
立
し
た

が
、
今
後
の
市
の
対
応
は
。

Ａ　
影
響
を
受
け
る
住
民
、
空
き
家
所
有
者
と
の

十
分
な
相
談
が
大
切
で
あ
り
、
法
に
基
づ
き
対

応
し
た
い
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
で
行
っ
て

い
る
対
応
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
自
然
災
害
で
空
き
家
の
倒
壊
な
ど
危
険
も
あ

り
、「
特
定

空
き
家
」
を

中
心
に
調
査

が
必
要
で
な

い
か
。

Ａ　
調
査
は
必

要
。
今
後
総

合
的
に
検
討

し
た
い
。

安全に避難できる原子力防災計画を
空き家対策を進めること 日本共産党　　搗　頭　久美子

■バスでの避難訓練

Ｑ　
教
育
施
策
の
充
実
は
、未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、

人
口
増
加
策
と
リ
ン
ク
し
て
欲
し
い
。ご
所
見
を
。

Ａ　
小
中
一
貫
教
育
を
本
格
実
施
し
、基
礎
学
力
と

ふ
る
さ
と
・
キ
ャ
リ
ア
・
国
際
理
解
教
育
を
行
う
。

Ｑ　
綾
部
市
総
合
教
育
会
議
へ
か
け
る
思
い
は
。

Ａ　
首
長
と
相
互
の
連
携
を
図
れ
る
場
で
大
変
重
要
。

Ｑ　
企
画
側
の
考
え
は
。

Ａ　
学
ば
せ
た
い
教
育
を
。

Ｑ　
大
学
連
携
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き
。

Ａ　
包
括
協
定
に
よ
り
様
々
な
分
野
で
連
携
し
た
い
。

Ｑ　
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
や
べ
福
祉
フ
ロ
ン
テ
ィ

ア
は
日
本
一
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
団
体
だ
が
、

市
と
し
て
、
援
助
が
足
り
な
い
の
で
な
い
か
。

指
定
管
理
の
清
山
荘
の
利
用
増
加
で
手
狭
・
老

朽
化
な
ど
対
策
を
団
体
に
お
任
せ
で
は
な
く
協

働
の
構
築
を
。

Ａ　
福
祉
の
開
拓
者
と
し
て
先
駆
的
な
取
り
組
み

を
実
施
。
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
年
間
４
万
６
千

回
と
年
々
増
加
。
清
山
荘
も
介
護
予
防
対
策
の

重
要
な
拠
点
。
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
実
施
。

施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
課
題
も
多
い
。
団
体
と

連
携
強
化
を
図
る
。

Ｑ　
里
山
ね
っ
と
あ
や
べ
も
定
住
交
流
拠
点
の
先

駆
者
。体
育
館
跡
地
の
交
流
セ
ン
タ
ー
に
期
待
。

森
の
京
都
予
算
を
反
映
、
充
実
を
。

Ａ　
活
動
開
始

か
ら
15
年
の

実
績
が
あ

る
。
西
部
里

山
交
流
エ
リ

ア
の
拠
点
機

能
も
追
加

し
、
経
済
的

波
及
効
果
も

狙
い
た
い
。

綾部ならではを活かし、地域創生を
創政会　　塩　見　麻理子

■解体中の里山ねっとの旧体育館

5 月 15日から 25日にかけて、各地区自治会連合会のご協力をい
ただき、市内 12地区において、今年で第５回目となる議会報告会を
開催しました。
報告会には昨年を上回る 216人の市民にご参加いただき、３月議
会での平成 27年度予算議案等の報告を行った後、意見交換を行い、
道路改修・改良や縦貫道開通に伴う企業誘致・観光振興、人口減少
と総合計画・地方創生など、市政全般にわたり 149件に及ぶご意見
やご要望等をいただきました。
これら議会報告会でのご意見等を今後の市政に活かすため、７月
３日に安藤議長から山崎市長へ説明を行いました。
市議会では、これからも
市民の声を市政に反映させ
るよう努力してまいります。
今後とも市民の皆様のご
理解とご協力をいただきま
すようお願いいたします。

平成27年9月定例会の日程予定
  9月定例会は、９月１日から10月7日ま
での37日間の会期で予定しています。
９月　１日（火）　本会議
　　　　　　　　（議案上程 人事案件採決）
　　　７日（月）　請願受理締切り（正午）
　　　８日（火）～１０日（木）一般質問
　　１１日（金）　予算決算委員会
　　　　　　　　（総括質疑）
　　１４日（月）　総務教育建設委員会
　　１５日（火）　産業厚生環境委員会
　　１６日（水）　予算決算委員会
　　　　　　　　（予算審査）
　　１８日（金）　本会議（採決）
　　２８日（月）～１０月５日（月）　
　　　　　　　　予算決算委員会
　　　　　　　　（決算審査）
１０月７日（水）　本会議（採決：決算議案）

平成27年度議会報告会を開催しました

山家公民館での開催
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平成２６年度議長交際費費の
収支内容をお知らせします。
平成２６年度議長交際費費の
収支内容をお知らせします。

　綾部市議会が取り組んでいる議会改革の一環として、議長交際費を市民に公開し
ています。ここでは平成２６年４月から平成２７年３月までの支出について報告します。

平成２６年度
政務活動費の収支内容を
お知らせします。

平成２６年度
政務活動費の収支内容を
お知らせします。

　政務活動費は、「綾部市議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、市議会議員
の調査研究に必要な経費の一部として交付されます。（会派に対し、年額２０万円／人）
　平成２６年度は、８月に市議会議員選挙があったため、平成２６年４月～８月まで（第１６
期）と9月～翌年３月まで（第１７期）にわけて報告します。なお、第１７期から議長及び副
議長は会派に所属しています。

【収支報告一覧表】 （単位：円）※１ 差引不用額は市に返還しました。　※２ 収入の「その他」は自己負担分です。

※「その他」は協賛金等です。

政務調査費

収　　　入 支　　　　　　　　　　　　　　　出
支出合計 差引不用額

議　　長
（１６期）
支 出 の 内 訳

８３,３３３

そ の 他 調査研究費 研 修 費 広 報 費 広 聴 費 会 議 費 資料作成費 資料購入費 人 件 費 事務所費

０ ８３,３３３

16,000

5,000

6,000

27,000

4

1

1

6

御　祝
弔　費
会　費
その他
月　計

４月 件
数

6,000

6,000

1

1

５月 件
数

25,000

20,000

45,000

4

1

5

６月 件
数

11,000

11,000

3

3

７月 件
数

5,000

5,000

1

1

８月 件
数

0 0

９月 件
数

5,000

3,000

8,000

1

1

2

１０月 件
数

20,000

5,000

25,000

１１月 件
数

5,000

7,000

12,000

1

2

3

１２月 件
数

32,000

13,100

15,000

60,100

8

1

3

12

１月 件
数

8,000

20,800

2,000

30,800

2

1

1

4

２月 件
数

13,100

13,100

127,000

52,000

44,000

20,000

243,000

1

1

３月 合 計件
数

（単位：円）

公 明 党
（１７期）
支 出 の 内 訳

１１６,６６６ １,７８１ ２７,０７９ ９１,３６８ １１８,４４７ ０

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、書籍・新聞購読

公 明 党
（１６期）
支 出 の 内 訳

８３,３３３ １２,７６２ ９６,０９５ ９６,０９５ ０

会報発行及び折込料

新 政 会
（１７期）
支 出 の 内 訳

３４９,９９８ ８２,１０１ ８,０４５ １６７,９６１ ２５８,１０７ ９１,８９１

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、事務経費、備品購入

新 政 会
（１６期）
支 出 の 内 訳

２４９,９９９ ６５,３４０ ４９,５１０ ３３,１０６ １４７,９５６ １０２,０４３

視察旅費（大阪府泉南市）、セミナー参加費、事務経費

創 政 会
（１７期）
支 出 の 内 訳

５８３,３３０ ８,６６０ ２６０,６２８ ２６８,６９５ ６,４０８ ３０,６３０ ２５,６２９ ５９１,９９０ ０

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、旅費（衆参議員会館、総務省消防庁）、会報発行及び折込料、事務経費、新聞購読

創 政 会
（１６期）
支 出 の 内 訳

３３３,３３２ ８７,４７８ ２０３,５５２ ２１５,３９６ １,８６２ ４２０,８１０ ０

視察旅費（佐賀県武雄市・福岡県宗像市）、会報発行及び折込料、事務経費

民 政 会
（１７期）
支 出 の 内 訳

５８３,３３０ １６７,１８３ ４３８,６２４ ２２６,８９９ ５８,９６８ ２６,０２２ ７５０,５１３ ０

研修参加（全国水源の里シンポジウム）、視察旅費（岡山県笠岡市、広島県三次市、廿日市市、呉市）、会報発行及び折込料、事務経費

民 政 会
（１６期）
支 出 の 内 訳

３３３,３３２ １５９,４３８ ７,０４５ １４,２５６ １８０,７３９ １５２,５９３

視察旅費（兵庫県豊岡市・養父市・鳥取県鳥取市）、事務経費、書籍購入

日本共産党
綾部市会議員団
（１７期）

支 出 の 内 訳

４６６,６６４ ３,３００ ２７,０７９ ３,７００ ３９４,３９８ ２,６００ ３８,１３５ ４,０５２ ４６９,９６４ ０

研修参加（全国水源の里シンポジウム、西日本介護保険運動交流会）、会報発行及び折込料２回分、事務経費

日本共産党
綾部市会議員団
（１６期）

支 出 の 内 訳

３３３,３３２ １２,５１０ ３２４,１２０ １,４００ ２０,３２２ ３４５,８４２ ０

会報発行及び折込料２回分、書籍購入

副 議 長
（１６期）
支 出 の 内 訳

８３,３３３ ３０,１８６ ５０,８８７ ５３,８４８ ２,５３８ ６,２４６ １１３,５１９ ０

視察旅費（佐賀県武雄市・福岡県宗像市）、会報発行及び折込料、事務経費、書籍購入

3

1

4

議員の表彰 第91回全国市議会議長会定期総会において、堀口達也議員（議員在職40年）が表彰を受けました。



大きくなったら
どんな仕事がしたい？（目標）
　プロ野球選手。消防士。医者。科学者。料理人。パティシエ。寿
司屋。大工さん。新聞屋。盲導犬の訓練士。家具を作る人。もの
作りの達人。テレビに出たい。アイドル。航空管制官。ウェディング
プランナー。スタイリスト。メイクアップアーティスト。看護師。地域
の人たちに優しくして地域に恩返ししたい。

学校のどんなところが好き？
　全校児童みんなが仲良し。みんな学年に関係なく遊べる。みんなが
優しい。元気な人が多い。給食がおいしい。運動会で鼓笛パレードが
ある。綾部で一校だけの鼓笛がある。図書室にたくさん本がある。校
舎が木造で温かみがある。あいさつが大きな声で言える。行事がたく
さんある。大きなせんだんの木がある。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？
　みんな（地域の人）が優しい。大きな声であいさつをしてくれる。みんな仲が
良い。みんなが話しかけてくれる。声をかけてくれる。みんなが明るい。自然が
いっぱい。近くに川がある。山がきれい。空気がおいしい。木でできた家が多い。
祭りが楽しい。特に夏祭りが楽しい。駐在所がある。綾部のまちなかに行けば
お店がたくさんある。

地域の人にありがとう！
周りの大人たちに感謝していることは？
　いつも私たちを見守ってくれる。登下校など見守ってくださる。見守り隊をしてく
れている。登下校時に挨拶をすると、手を止めてあいさつを返してくださることがう
れしい。いつも笑顔であいさつをしてくれる。声をかけてくれる。優しくしてくれる。
小さい時から遊んでくれる。通学路の雪かきをしてくれる。野菜をくれる。お祭りな
どを成功させるため全力な人が多い。

取材を終えて
　子ども達の口から自然と溢れ出る、地域の方々への感謝
の気持ちには胸が熱くなりました。児童全員が歴史と伝統
ある物部小学校に誇りを持ち、豊かな自然の中で学友や
地域の方 と々共に学校生活を送っていることがよく伝わりま
した。今後も地域やふるさとを大切に思う心を持ち、大きく
羽ばたいてください。

第４回の「小学生編」は、物部小学校へ編集委員が訪問し、６年
生８人の声を聞いてきました。物部小学校は「質の高い学力と豊か
な心を身に付け、たくましく生きる児童の育成」を教育目標とし、かし
こく【自主的・意欲的に学習する児童】、やさしく【助け合い励まし
合う児童】【自他の生命・人権を尊重し行動できる児童】、たくまし
く【健康でたくましく生きる児童】を「めざす児童像」としてかかげ、取
り組んでおられます。

地域（綾部全体）のどんなところが好き？
　みんな（地域の人）が優しい。大きな声であいさつをしてくれる。みんな仲が

学校のどんなところが好き？

生８人の声を聞いてきました。物部小学校は「質の高い学力と豊か
な心を身に付け、たくましく生きる児童の育成」を教育目標とし、
こく
合う児童】【自他の生命・人権を尊重し行動できる児童】、
く
り組んでおられます。～物部小学

校～
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　７月２８日に綾部市議会設立６５周年記念として「綾
部っ子　未来を語る議会」を開催し、市内の小学生を対象
に、子どもたちが描く綾部市・地域の将来像や将来の夢に

ついて発表をしていただきました。この内容につきましては、次回の議会だよりでお知ら
せします。ご期待ください。
　なお今回、政務活動費を掲載させていただきました。
　まだまだ暑い日が続きますが、くれぐれもお身体ご自愛ください。

編集／議会だより編集委員会
安藤和明・吉崎　進・種清喜之・荒木敏文・吉崎　久・井田佳代子・片岡英晃・森　義美

編 集 後 記
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